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１．はじめに 

底質ダイオキシン類対策に関して，汚染底質と敷砂の間に溶出

抑制効果を有するマット材を敷設する覆砂工法1) のための室内基礎

実験を実施した2)．同結果についてダイオキシン類の挙動とマット

材による溶出抑制効果を考察した． 
２．解析方法 

 実験概要は文献2) を参照のこと．解析対象は全ｹｰｽにおいて分析

値が定量限界以上であり，かつ水-ｵｸﾀﾉｰﾙ分配係数Kow が既知3) の

異性体とした（表-1参照）． 
 解析は，底質層（間隙水層）上に5cm/層×13層のボックスモデ

ルを用い，基礎式と底質からの溶存態溶出ﾌﾗｯｸｽを式(1)(2)とした． 

2

2

i

wi
R

wi

h
C

D
t
C

∂

∂
=

∂
∂  (1)， ( )1wp

R CC
d
DFLUX −= (2) 

ここに，Cp, Cwi：間隙水,直上水各層溶存態濃度(pg/cm3)，DR：異

性体の拡散係数(cm2/h)，d：境膜厚0.02または0.2(cm)，hi：直上水

各層厚(cm)とし，Cp は分析値（表-1参照）で一定とした． 
実験では1週間に1度の頻度で直上水層を混合した．この時にの

み，直上水中に内部生産された懸濁粒子（SS，表-1参照）に直上

水中の溶存態濃度Cwの一部が濃度分配係数Kd（=Cs/Cw，Cs：懸濁粒

子吸着濃度）に従い吸着するものとした．この挙動はTBTにおける

溶出実験においてもモデル構築上必要な挙動である5)．解析期間は

8週間とし，⊿ t =0.02(h)にて繰り返し計算した．まず敷設なしのｹｰ

ｽにおいてCwの解析値が分析値となるKd を異性体ごとに設定した．

次に，敷設なしのｹｰｽにおいて設定したKdを用い，マット材を設置

したｹｰｽについてCwの解析値が分析値となるみかけの境膜厚d’ を
異性体ごとに設定し，マット材の効果を比較した． 
３．解析結果 

敷設なしのｹｰｽでのKd の解析値とlogKowは正の相関関係（図-1

参照）となり，境膜厚dを変化させてもほぼ不変であった．マット

材を設置したｹｰｽでのみかけの境膜厚d’ はlogKowと正の相関関係

があり，logKowが7.2未満の異性体では短繊維不織布が，logKowが
7.4以上の異性体では活性炭挿入不織布が大きい（図-2参照）．

d=0.2cmとした短繊維不織布の場合，d/d’ は0.05以下であった． 

４．考 察 

 マット材および異性体毎に設定したd’ を用い，SS=0と仮定して

Cwを解析し，敷設なしのｹｰｽと比較した．その結果，直上水への溶

出量は短繊維不織布でのlogKow=6.0の2,3,3',4,4'-PeCBで72%減，活

性炭挿入不織布でのlogKow=8.2のOCDDで95%減と抑制されていた． 
５．結  論 

底質から直上水中に溶出したダイオキシン類の懸濁粒子への吸

着挙動は直上水中の溶存態濃度を低減させる一要因であることが

示唆できた．短繊維不織布などのマット材を敷設することにより，

移動拡散係数DR/d を5%程度以下に低減する効果が推定された．  
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敷設なし 土木ｼｰﾄ
短繊維
不織布

活性炭繊維
不織布

活性炭挿入
不織布

pg/gｰdry pg/L pg/L pg/L pg/L pg/L pg/L

 2,3,3',4,4'-PeCB(#105)  3,600 29 1.4 1.4 0.78 0.77 0.86 6.0 326.44 5.49
 3,3',4,4'-TeCB(#77)       7,400 34 2.4 1.4 0.87 0.69 0.89 6.5 291.99 5.73
 2,3',4,4',5-PeCB(#118)    28,000 210 9.7 7.0 2.9 2.3 2.3 7.12 326.44 5.49
 2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 990 9 0.16 0.23 0.09 0.09 0.08 7.16 360.88 5.28
 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 85,000 160 0.52 1.2 0.09 0.05 0.06 7.4 409.31 5.03
 1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 97,000 160 0.58 1.1 0.11 0.10 0.07 8.0 425.31 4.95
 OCDF 360,000 480 1.6 2.5 0.19 0.15 0.14 8.0 444.76 4.87
 OCDD 2,700,000 2,700 14 18 1.6 1.3 0.99 8.2 460.76 4.80

Total(PCDDs+PCDFs+DL-PCBs) 3,741,000 5,000 39 43 8.4 6.6 6.5

SS (mg/L) - - 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1
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表-1 溶出抑制実験における分析結果と解析対象異性体および物性値
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図-1 直上水中における各異性体のKd（d =0.02cm）

図-2 マット材効果としてのみかけの境膜厚d’
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